
姫路城から車で約20分の東部エリアで三十余年、仕
出し料理店として営業しています。毎朝姫路中央卸売

市場で旬の魚介や野菜を仕入れ、会席料理からすき焼き・
牛しゃぶ・寄せ鍋までご予算に応じて調理。調理歴25年
以上の職人が腕を振るい、地元食材を活かした料理は「料
亭の味」と評されています。近年、給食を個人宅へ届け、
ご家族やケアマネージャー、包括支援センターと連携して
独居高齢者や買い物弱者の支援にも積極的に取り組んでい
ます。また、名物である『極み巻き寿司 勝巻』は1本約
1kgの大巻で手土産に人気です。

コロナ禍の2020年春、常連のお客様から「外出自粛
中の両親へ美味しい食事を」との声を多数頂戴しまし

た。長年の経験で培った調理技術を活かして何かできない
かと考え、“見守り付き給食”を構想。栄養バランスや衛生
基準、配達ルートを整え、約3か月で開始しました。お会
いできる方には声を掛け体調を確認するなどし、好評を得

ています。また、近隣の病院におられる管理栄養士からも、
良い取り組みだとのお声を頂きました。

資金計画について相談し、小規模事業者持続化補助金
に挑戦しました。事業計画書作成の指導を受け、給食

専用サイトとオンライン注文フォームを開設。併せて、国
道沿い看板と配送車ラッピングの刷新も実施しました。新
たな事業を行うかどうかを悩んでいた際に、市場動向の
データをもとに新たな事業に注力すべきと会議所の方から
アドバイスしてもらえたことも心強かったです。

事業面では、配達エリアを近隣から徐々に拡大し、
2026年度までに1日200食を提供できる体制の確立

を目指します。併せて、栄養・健康相談を組み込んだ「食
と健康の総合サポート企業」へと事業領域を拡充します。
さらに、配達車を移動型の見守り拠点として活用し、異変
を察知した際にはご家族やケアマネージャー、包括支援セ
ンターへ速やかに連絡できる仕組みを強化します。仕出し
料理や宅配給食を通じて地域の“食のインフラ”としての
信頼を一層高めるとともに、地元農家と連携してフードロ
ス削減と地産地消を推進し、地域の皆さまに長く愛される
企業であり続ける所存です。

これまでの歩みを教えてくださいQ
A

給食サービスを始めたきっかけは？Q
A

給食サービスをはじめるにあたり
どのように商工会議所を活用しましたか？

Q

A

姫路の元気を食卓から届けます
―仕出しと給食で成長する『まごころ料理 勝富』

有限会社勝富
代表取締役　上野 裕之
所在地：姫路市四郷町見野662-1
事業内容：仕出し料理、お座敷料理
TEL：079-252-6506
営業時間：8時～17時　　定休日：不定休

今後の目標を教えてください！Q
A
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